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ススキ ★★☆

ススキは，草むらなどに生えていて，(1)

になると白くふさふさした (2)をつけてい
るのが見られます。(3)の 1つです。スス
キは「尾

お

花
ばな

」ともよばれます。

ススキは (4)です。(5)になると，冬の間かれずに生きていた部
ぶ

分
ぶん

から芽
め

が出
て成

せい

長
ちょう

します。(6)の終
お

わりから (7)に花がさきます。(8)には子
し

ぼうが成長
し実

み

ができます。冬になると，地上に出ている部分はかれますが，土の中の根
ね

や
くきは生きていて，冬ごしします。

成長のようす

春 夏の終わり
～秋

秋 冬
穂

実

土の中を
拡大すると…。

冬芽

かくだい

ふゆ　め

ススキの花は，花びらやがくをもたない (9)で
す。花びらやがくのかわりに「えい」があります。
ススキの花はくきの先にたくさん集

あつ

まり，(10)を
つくっています。

花のつくり

おしべ
めしべ

えい

ススキの花は，風によって花
か

粉
ふん

が運
はこ

ばれる (11)です。

受粉の仕方

エノコログサ ★☆☆

エノコログサは，道ばたや草むらなどいろ
いろな場

ば

所
しょ

に生えています。「ねこじゃらし」
ともよばれます。
エノコログサは (12)で，(13)に種

しゅ

子
し

が
発
はつ

芽
が

すると成
せい

長
ちょう

し，夏には (14)をつくり
ます。夏から秋にかけて花をさかせたあと，
冬になるとかれます。

穂
1つ1つ
が花（　　　   ）

ムギ ★☆☆

ムギには，コムギやオオムギなどがあり
ます。種

しゅ

子
し

には (15)があり，発
はつ

芽
が

のための
養
よう

分
ぶん

として (16)がたくわえられています。
(17)の部

ぶ

分
ぶん

をひいて粉
こな

にしたものが食用と
されています。
コムギの粉は「小

こ

麦
むぎ

粉
こ

」として，パンやめ
ん類
るい

，おかしなどのさまざまな食品の材
ざい

料
りょう

に
なっています。
オオムギは，しょうゆやみそ，ビールの原

げん

料
りょう

になります。

穂
1つ1つ
が花

ほ

（　　　   ）

コムギ

コムギは，秋に種子をまいて春から夏にかけて収
しゅう

かくする場
ば

合
あい

と，春に種子をまいて夏から秋にか
けて収かくする場合があります。

+プラスワン+プラスワン

植物図鑑ドリル問題 15



6666

被
子
植
物  

双
子
葉
類

被
子
植
物  

単
子
葉
類

イ
ネ
科

裸
子
植
物
の
な
か
ま

種
子
で
ふ
え
な
い
植
物
の
な
か
ま

6767

被
子
植
物  

双
子
葉
類

被
子
植
物  

単
子
葉
類

ユ
リ
科

裸
子
植
物
の
な
か
ま

種
子
で
ふ
え
な
い
植
物
の
な
か
ま

被子植物 単子葉類 ユリ科

タケ ★☆☆

タケは，若
わか

い (18)が野
や

菜
さい

として食用とされ
ています。これがタケノコです。また，タケの
くきはかごなどいろいろなものの材

ざい

料
りょう

として
利
り

用
よう

されています。

タケは，土の中の (19)に養
よう

分
ぶん

をたくわえます。そのくきから，(20)になる
と新しい芽が出て成

せい

長
ちょう

します。(21)の終
お

わりごろ，タケの葉
は

はかれます。

成長のようす

土の中
のくき

根
ね

タケは，正月に家の門にかざる門
かど

松
まつ

や，七
たな

夕
ばた

かざりなどに使
つか

われます。
なお，七夕かざりには，タケに近いなかまであるササが使われることも
あります。

+プラスワン+プラスワン 門松 タケの
くき

タケの花は，数十年に1度だけさきます。
タケは，花をさかせるとやがてかれます。

+プラスワン+プラスワン

チューリップ ★★☆

チューリップは，庭や学校の花だんなどに植
う

えられており，(22)になると赤色や黄色，ピン
ク色などの花をさかせているのが見られます。
チューリップはふつう，(23)でふえます。

チューリップは (24)に球根を植えると (25)のすがたで冬ごしし，(26)に
なると発

はつ

芽
が

して成
せい

長
ちょう

します。やがて高くのびたくきの先に花をさかせます。
そのあと葉

は

はかれますが，土の中に新しい球根をつくり，(27)で冬ごしします。

成長のようす

くきが
のびる。

葉が
かれる。

新しい
球根

秋 春
つぼみ 土の中

球根

チューリップの花は，気
き

温
おん

が 20℃くらいよ
り高くなると開

ひら

き，それより低
ひく

い温度では閉
と

じます。

+プラスワン+プラスワン 寒いとき 気温20℃

気温が
高くな
ると…。

チューリップの花は，花びらが 1枚
まい

1枚分かれます。

花のつくり

タケのように，土の中の
くきに養分をたくわえて
いる 植

しょく

物
ぶつ

には，ジャガ
イモやハス，サトイモ，
クワイなどがあります。

+プラスワン+プラスワン

土の中の
くき

土の中の
くき根

クワイサトイモ

根




